
 

 

   SDGs 講座 
～浜松いわた信用金庫と聖隷福祉事業団の協同講座～ 
教科・分野 [福祉、職業・生き方]   
学年[小４～小６など]  講座時間[45 分～] 
実施場所[各教室] 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 
（１）ねらい 
  ・ SDGｓとは何かを知り、自分たちの普段の生活で SDGｓにつながっていることを知る。 

・「お金」「働くこと」「医療・福祉」等の意義について、SDGｓと関連づけて本質を理解する。 
（２）授業内容 
  ・SDGｓとは? 
  ・お金の大切さと働く意義（浜松いわた信用金庫職員） 
  ・医療と福祉（聖隷福祉事業団職員）  
  ※パワーポイントを使った講義の中で、一部グループワークを実施します。 
   ※医療と福祉の講話例は別紙のとおりです。内容は学校のニーズに合わせて対応します。 
 

備考 

・１か月半前までにお申し込みください。申込後、授業内容について打合せを行い、資料を作成します。 

・学校で用意するもの:プロジェクターまたはディスプレイ、ノートパソコン（プレゼン用） 

・市内全域対応可、授業時間・対象学年は要望に応じて対応可能です。 
 

団体紹介 

浜松いわた信用金庫・聖隷福祉事業団（協同実施） 

■浜松いわた信用金庫は世界で取り組む SDGs をわかりやすく、地域や身近な活動に置き換えてお伝えします。 

■聖隷福祉事業団は「保健・医療・福祉・介護サービス」を柱とした総合的なヒューマンサービスを提供しております。 
 HP リンク:〔 https://hamamatsu-iwata.jp/ 〕 〔 http://www.seirei.or.jp/hq/ 〕  

 
お問い合わせは  

浜松市教育委員会教育総務課まで   電話 ０５３－４５７－２４０１ 



社会福祉法人　聖隷福祉事業団

タイトル 内容

【講話リスト】

福祉の仕事

福祉の仕事は今後必要とされる重要な仕事になってきます。
どんな仕事があるのか、どんな職種の人が働いているのか知ってもらうとともに、重要性を感じてもらい、もし家
族の中に介護が必要になったらどうしたらいいのか知ってもらいたい。

感染症について
（聖隷の起源とコロナ社会情勢）

聖隷の事業の原点は、結核に苦しむ貧しい人々のお世話から始まりました。
感染症は私たちの身近に多く存在します。
感染症を完全になくすことはできないので、新型コロナウイルスの対策と上手に付き合う方法を考えていきま
しょう。
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医療・福祉の
現場で働く職種

医療・福祉の現場では、多くの職種の職員が働いています。
今まで聞いたことない職種に興味を持ち、自身で調べ将来なりたい職業の一つとして考えてもらいたい。

健康診断の必要性
(健康リスクの早期警告）

早期には自覚症状が無く、症状が現れた時にはすでに進行しているという病気は少なくありません。症状の
無い病気を早期に発見するには、無症状のうちから定期的な健康診断を受けることが大切です。自らの健
康を守るためにも、まずは皆さん一人ひとりが自分自身のからだに向き合うことが予防の第一歩です。定期的
に健康診断を受診しましょう。
自宅で家族と健康について話し合う契機としてもらいたい。


